
与謝野品子短歌の裾野

与
謝
野
晶
子
短
歌
の
裾
野

ー
『
冬
柏
』
『
明
星
』
同
人
三
宅
雪
枝
の
こ
と
|

明
治
三
十
四
年
二
月
、
広
島
県
高
田
郡
丹
比
村
(
現
・
吉
田
町
)
に
、
医
師
の

長
女
と
し
て
生
を
享
け
た
三
宅
雪
枝
が
与
謝
野
晶
子
に
師
事
す
る
の
は
、
生
前
唯

一
の
歌
集
『
雲
の
か
け
ら
』
(
昭
和
十
九
年
四
月
)
「
あ
と
が
き
」
に
よ
れ
ば
昭
和

七
年
か
ら
と
な
る
が
、
残
さ
れ
た
三
宅
雪
枝
宛
与
謝
野
晶
子
書
簡
に
よ
れ
ば
、
昭

和
八
年
の
夏
か
ら
の
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。

昭
和
八
年
八
月
二
十
二
日
、
与
謝
野
晶
子
(
東
京
市
外
井
荻
町
荻
窪
二

l
一一

九
)
は
、
広
島
市
三
篠
本
町
二
丁
目
の
三
宅
雪
枝
に
宛
て
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
書

信
(
封
書
、
筆
書
き
)
を
寄
せ
て
い
る
。

啓
上
/
旅
行
な
ど
致
し
、
御
返
事
大
き
に
お
く
れ
申
候
。
御
作
の
こ
と
承
り

候
。
お
急
ぎ
に
な
ら
ず
ば
拝
見
致
し
申
す
べ
く
候
。
規
定
は
別
紙
に
て
御
承

知
被
下
度
候
。
猶
思
障
な
き
撰
び
方
を
も
、
あ
ら
か
じ
め
御
諒
知
被
下
度
候
。

/
拝
具
/
八
月
二
十
二
日
/
晶
子

昭
和
八
年
八
月
と
い
え
ば
、
与
謝
野
晶
子
は
、
『
短
歌
全
集
』
(
大
正
八
年
)
、
『
詩

編
全
集
』
(
昭
和
四
年
)
は
別
と
し
て
、
初
の
『
与
謝
野
晶
子
全
集
』
全
十
三
巻

(
改
造
社
)
の
刊
行
を
一
カ
月
後
に
控
え
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
む
ろ
ん
、
官

能
的
な
、
絢
燭
豪
華
な
色
彩
表
現
の
意
匠
を
ま
と
っ
た
、
自
我
解
放
の
歌
を
高
ら

石

文

人

出奇

か
に
奏
で
た
『
み
だ
れ
髪
』
(
明
治
三
十
四
年
八
月
)
の
刊
行
か
ら
す
で
に
三
十

余
年
が
た
ち
、
大
正
十
年
十
一
月
に
創
刊
さ
れ
た
第
二
次
『
明
星
』
も
昭
和
二
年

四
月
に
廃
刊
さ
れ
、
サ
ロ
ン
的
な
色
彩
が
色
濃
い
と
評
さ
れ
る
『
冬
柏
』
(
昭
和

五
年
三
月
創
刊
)
を
手
が
け
て
い
た
時
期
で
あ
る
。

こ
の
書
簡
の
あ
と
、
昭
和
九
年
九
月
一
日
付
と
推
定
さ
れ
る
与
謝
野
晶
子
三
宅

雪
枝
宛
て
書
信
(
封
書
・
筆
書
き
)
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
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啓
上
/
御
手
紙
と
共
に
、
御
謝
儀
を
頂
き
申
候
。
さ
て
、
御
詠
草
を
文
化
学

院
へ
御
送
り
被
下
候
こ
と
を
御
手
紙
に
て
承
知
致
候
へ
ど
も
、
学
校
の
休
暇

中
に
届
き
、
紛
失
致
候
も
の
と
考
へ
ら
れ
候
。
七
月
七
日
の
御
手
紙
の
こ
と

は
拝
見
致
候
へ
ど
も
、
御
詠
草
は
学
校
に
無
之
候
。
い
ろ
い
ろ
と
取
調
べ
候

へ
ど
も
、
休
暇
中
に
て
、
他
の
書
類
に
混
じ
紛
失
致
候
も
の
な
ら
ん
と
考
へ

ら
れ
候
。
就
て
は
、
御
手
数
な
が
ら
、
今
一
度
御
清
書
の
上
、
宅
の
方
へ
書

留
に
て
御
送
り
被
下
度
候
。
/
歌
と
歌
と
の
聞
を
一
行
ほ
ど
明
け
て
お
書
き

被
下
度
候
。
/
前
冊
の
冬
柏
九
月
号
を
拝
呈
致
し
候
。
爾
後
御
購
読
被
下
度

候。

/
O
/
歌
を
お
詠
み
被
下
候
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
私
に
と
り
て
嬉
し
き

お
友
達
を
得
た
る
事
と
存
じ
候
。
只
今
、
世
間
に
は
凡
庸
な
る
歌
(
実
は
歌

の
に
せ
も
の
)
が
流
行
致
し
を
り
候
ゆ
ゑ
、
御
自
愛
被
下
候
て
、
真
に
永
久



の
価
あ
る
歌
を
お
詠
み
被
下
候
ゃ
う
祈
上
候
。
御
詠
草
が
参
り
候
は
ゾ
、
御

遠
慮
な
く
取
捨
致
し
・
申
す
べ
く
、
あ
ら
か
じ
の
(
め
カ
)
御
含
み
お
き
顕
上

候
。
御
承
知
の
ご
と
く
、
歌
は
遊
戯
に
非
ず
、
お
互
の
感
情
の
尤
も
高
き
も

の
、
尤
も
美
く
し
き
も
の
を
、
金
石
に
彫
刻
す
る
積
り
に
て
、
言
葉
に
彫
刻

致
す
も
の
に
候
へ
ば
、
著
想
に
も
、
言
葉
づ
か
ひ
に
も
、
一
点
の
ス
キ
マ
な

き
ま
で
に
御
苦
心
被
下
候
ゃ
う
祈
上
候
。
拝
復
/
九
月
一
日

晶
子

与謝野品子短歌の裾野

こ
こ
で
晶
子
は
、
時
代
の
凡
庸
な
歌
の
流
行
を
嘆
き
、
「
感
情
の
尤
も
高
き
も

の
、
尤
も
美
く
し
き
も
の
を
、
金
石
に
彫
刻
す
る
積
り
」
で
、
「
著
想
に
も
、
言

葉
づ
か
ひ
に
も
、
一
点
の
ス
キ
マ
」
の
な
い
「
真
に
永
久
の
価
あ
る
歌
」
に
つ
い

て
説
い
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
出
発
期
か
ら
一
貫
し
、
い
さ
さ
か
も
衰
え
る
こ
と

の
な
い
、
短
歌
に
か
け
る
晶
子
の
情
熱
が
あ
る
、
と
い
っ
て
よ
い
。
『
冬
柏
』
創

刊
後
の
昭
和
期
は
、
与
謝
野
晶
子
の
作
歌
活
動
の
最
も
旺
盛
な
時
期
で
も
あ
っ
た

(
岩
野
喜
久
代
「
与
謝
野
晶
子
没
後
五
十
年
以
降
の
研
究
動
向
」
〈
「
国
文
学
解

釈
と
教
材
の
研
究
」
平
成
十
一
年
三
月
〉
)
。

三
宅
雪
枝
の
も
と
に
は
膨
大
な
与
謝
野
晶
子
の
朱
の
入
っ
た
歌
稿
が
残
さ
れ
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
(
三
宅
雪
枝
の
ご
息
女
松
子
氏
談
)
が
、
三
宅
雪
枝
が

残
し
た
資
料
に
よ
れ
ば
、
三
宅
雪
枝
の
短
歌
が
『
冬
柏
』
に
最
初
に
掲
載
さ
れ
た

の
は
、
昭
和
十
年
十
一
月
二
十
八
日
発
行
の
第
六
巻
第
十
一
号
で
あ
り
、
そ
こ
に

は
、
「
頬
の
指
紋
」
と
題
さ
れ
た
短
歌
二
十
九
首
が
載
っ
て
い
る
。
そ
の
は
じ
め

五
首
を
こ
こ
に
引
こ
う
。

紅
梅
の
部
屋
と
も
変
れ
秋
の
夜
の
寂
し
き
と
き
に
赤
き
維
を
引
く

秋
と
な
り
女
の
性
の
あ
ら
は
な
る
木
に
も
水
に
も
よ
り
て
な
か
ま
し

孟
宗
の
三
本
餓
鬼
の
踊
る
ご
と
見
え
十
日
月
暗
き
冬
か
な

雲
に
乗
り
水
の
旅
す
る
舟
人
よ
こ
れ
を
豪
奪
と
誇
れ
か
し
月

す
ゐ
か
ん

静
よ
り
舞
た
く
み
な
り
草
と
ん
ぼ
そ
の
水
干
は
さ
み
し
け
れ
ど
も

な
お
、
こ
の
号
の
表
紙
絵
は
広
川
松
五
郎
、
表
紙
裏
に
は
「
拠
書
山
荘
に
て
」

「
日
蓮
崎
に
て
」
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
入
っ
た
与
謝
野
品
子
と
同
人
た
ち
と
の
集

合
写
真
二
葉
が
添
え
ら
れ
、
与
謝
野
晶
子
「
尾
参
詠
草
(
ご
」
「
万
里
荘
菊
花
の

日
」
、
小
堀
杏
奴
「
父
上
の
事
」
、
小
金
井
喜
美
子
「
越
、
上
河
内
そ
の
他
」
等
の

作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

以
後
、
三
宅
雪
枝
は
、
『
冬
柏
』
同
人
と
し
て
多
く
の
詠
草
を
発
表
し
て
い
く

わ
け
で
あ
る
が
、
与
謝
野
晶
子
と
の
書
簡
の
や
り
取
り
が
頻
繁
に
な
っ
て
い
く

の
は
、
昭
和
十
一
年
六
月
あ
た
り
か
ら
で
あ
る
。
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啓
上
/
い
つ
も
御
歌
稿
に
こ
の
月
は
消
息
を
そ
へ
て
と
心
が
け
な
が
ら
皆
同

時
に
封
を
い
た
し
候
こ
と
』
て
つ
ひ
/
¥
そ
の
ま
』
に
な
り
申
候
。
お
も
し

ろ
き
歌
を
御
見
せ
下
さ
れ
候
こ
と
を
私
は
よ
ろ
こ
び
に
い
た
し
居
り
候
。
冬

柏
が
回
顧
的
に
な
ら
ぬ
や
う
に
と
私
は
念
が
け
居
り
候
こ
と
に
候
。
本
日
ゃ

う
や
く
原
稿
を
わ
た
し
を
へ
安
心
い
た
し
た
る
夜
に
て
候
。
東
京
は
梅
雨
に

入
り
候
て
の
ち
天
気
美
し
く
な
り
、
怪
し
か
り
し
脚
気
も
そ
の
た
め
に
ま
た

一
寸
よ
く
な
り
申
候
。
広
島
に
読
者
の
方
は
あ
ら
ん
と
お
も
ひ
候
へ
ど
も

そ
の
名
簿
は
近
江
夫
人
の
方
に
あ
り
て
私
は
し
ら
ず
候
処
社
友
は
な
く
候
。

近
き
と
こ
ろ
と
申
し
て
も
唯
だ
関
西
方
面
と
云
ふ
だ
け
の
こ
と
に
候
へ
ど

も
、
兵
庫
県
加
東
郡
大
門
町
に
は
石
井
長
衛
氏
、
京
都
市
外
洛
北
鞍
馬
寺
に



与謝野晶子短歌の裾野

は
信
楽
真
純
氏
、
阿
波
は
(
三
字
単
線
に
て
抹
消
)
徳
島
市
通
町
に
は
松
永

周
二
氏
、
大
阪
市
住
吉
区
旭
町
二
ノ
八
八
に
は
内
野
僻
子
氏
、
同
西
区
南
堀

江
上
通
一

l
一
O
に
は
木
村
富
士
子
氏
、
兵
庫
県
芦
屋
西
新
田
に
は
丹
羽
安

喜
子
氏
な
ど
居
ら
れ
候
。
ま
た
松
江
市
魚
町
に
は
三
崎
祥
道
氏
も
居
ら
れ
候
。

そ
の
人
人
に
は
関
西
の
方
と
し
て
あ
な
た
も
何
か
の
時
に
は
御
招
き
申
さ
る

べ
し
と
こ
の
間
話
し
て
ま
ゐ
り
し
こ
と
に
候
。
皆
よ
き
人
人
に
候
。
北
海
道

下
芦
別
の
西
村
一
平
氏
も
よ
く
あ
な
た
様
の
御
う
た
の
こ
と
を
消
息
の
中
に

申
こ
し
候
。
/
東
京
へ
は
御
い
で
な
さ
れ
候
こ
と
な
き
ゃ
。
私
も
お
目
に
か

』
り
た
く
存
じ
居
り
候
。
/
か
し
こ
/
十
八
日
(
封
書
。
昭
和
十
一
年
六
月

十
八
日
消
印
/
ペ
ン
書
き
)

与
謝
野
晶
子
は
、
こ
の
書
簡
を
は
じ
め
と
し
て
、
い
く
ど
か
三
宅
雪
枝
に
会
し

た
い
と
書
き
送
っ
て
い
る
が
、
結
局
、
両
者
が
相
ま
み
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

夫
与
謝
野
鉄
幹
を
昭
和
十
年
三
月
に
喪
っ
た
晶
子
は
、
同
年
七
月
、
鎌
倉
帰
源

院
で
鉄
幹
の
百
カ
日
の
法
要
を
、
翌
十
一
年
三
月
、
一
周
忌
法
要
を
営
む
が
、
そ

れ
以
前
に
活
発
に
行
っ
て
い
た
吟
行
・
小
旅
行
を
変
わ
ら
ず
展
開
し
て
い
く
。
た

と
え
ば
、
沖
良
機
『
資
料
与
謝
野
晶
子
と
旅
』
(
武
蔵
野
書
房
、
平
成
八
年
七
月
)

に
よ
れ
ば
、
昭
和
十
一
年
の
旅
は
、
お
お
よ
そ
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
一
年

一
月
静
岡
伊
豆
山
温
泉
、
三
津
。
二
月

熱
海
。
三
月
伊
香
保
温
泉
。
四
月
清
水
、
修
善
寺
温
泉
、
吉
浜
。
四
月

千
葉
鵜
原
。
五
月
逗
子
。
芦
屋
、
浜
寺
、
鞍
馬
、
京
都
。
七
月
清
水
、

三
方
が
原
、
浜
名
湖
、
熱
海
。
八
月
長
野
上
河
内
、
白
骨
温
泉
、
浅
間
温

大
磯
、
箱
根
湯
本
温
泉
、
吉
浜
、

泉
。
九
月

軽
井
沢
。
十
一
月

福
島
長
浜
、
東
山
温
泉
、
片
柳
町
。
十
月

強
羅
温
泉
、
吉
浜
、
熱
海
温
泉
。
十
二
月
鎌
倉
、
逗
子
.

八
月
、
長
野
の
旅
か
ら
帰
京
し
た
与
謝
野
晶
子
が
三
宅
雪
枝
に
宛
て
た
絵
葉
書

-
マ
』
斗
」
晶
、

(
表
)
ご
勝
健
に
い
ら
せ
ら
れ
候
や
。
昨
夜
旅
よ
り
帰
宅
い
た
し
候
。
東
京

の
暑
気
も
少
し
ら
く
に
な
り
し
や
う
に
候
。
/
秋
の
立
ち
し
し
る
し
に
候
ぺ

し
(
裏
)
の
ぞ
ま
れ
ぬ
悪
夢
の
中
に
逢
ふ
こ
こ
ち
す
る
し
ら
骨
の
芦
な
る
岩
の

湯
(
絵
葉
書
〈
国
立
公
園
日
本
ア
ル
プ
ス
〉
。
昭
和
十
一
年
八
月
十
一
日
消

印
/
ペ
ン
書
き
)

-224-

と
あ
り
、
九
月
の
会
津
の
旅
先
か
ら
投
じ
ら
れ
た
絵
葉
書
は
、

啓
上

御
き
げ
ん
い
か
ゾ
に
候
や
。
四
日
よ
り
旅
に
い
で
居
り
候
が
こ
の
夏

は
眠
り
え
ぬ
運
命
に
出
あ
ひ
、
歯
痛
も
そ
の
た
め
に
お
こ
り
頭
も
わ
ろ
く
て

う
た
が
出
来
由
・
さ
ず
候
/
白
虎
隊
い
や
は
て
の
目
に
望
み
た
り
哀
れ
に
城
の

く
ず
さ
れ
に
け
ん
/
森
氏
が
別
荘
に
あ
り
候
が
池
に
は
秋
ら
し
く
か
な
せ
み

の
と
ひ
な
き
居
候
(
絵
葉
書
〈
飯
盛
山
よ
り
若
松
市
小
田
山
遠
望
〉
。
昭
和

十
一
年
九
月
十
日
消
印
/
ペ
ン
書
き
)

と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

昭
和
十
二
年
も
ま
た
、
与
謝
野
晶
子
は
、
同
じ
よ
う
に
多
く
の
小
旅
行
を
し
て



い
る
.
こ
の
旅
の
ほ
と
ん
ど
は
『
冬
柏
』
同
人
た
ち
と
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。

つ
ぎ
に
あ
げ
る
の
は
、
旅
先
か
ら
三
宅
雪
枝
に
宛
て
て
出
さ
れ
た
、
同
人
の
短

歌
寄
せ
書
き
を
含
む
絵
葉
書
で
あ
る
。

奥
津
に
三
日
あ
り
て
一
昨
日
よ
り
清
水
の
錨
舟
寺
へ
ま
ゐ
り
居
り
候
。
私
の

家
に
と
て
一
つ
の
別
荘
を
老
師
よ
り
貰
ひ
て
候
へ
ば
さ
く
ら
の
さ
く
こ
ろ
こ

こ
ま
で
お
い
で
い
か
が
に
候
や
。
ふ
と
ん
な
ど
三
組
ほ
ど
あ
り
候
。
/
梅
白

く
咲
け
る
み
て
ら
に
仏
を
ば
深
く
は
し
ら
で
お
き
ふ
し
ぞ
す
る
/
の
ど
か
な

り
衆
生
済
度
の
誓
ひ
な
ど
も
た
ぬ
仏
に
な
ら
ん
と
す
ら
ん
。
(
絵
葉
書
〈
国

立
公
園
富
士
・
三
津
よ
り
〉
。
昭
和
十
二
年
一
月
十
六
日
消
印
/
ペ
ン
書
き
)

(
表
)
御
機
嫌
よ
ろ
し
く
て
、
う
れ
し
き
御
手
紙
を
御
か
き
下
さ
れ
ま
こ
と

に
幸
福
を
お
ぼ
え
申
候
。
/
藤
子
へ
は
菓
子
を
た
ま
は
り
月
曜
日
に
熱
海
よ

り
帰
る
害
に
候
へ
ば
よ
ろ
こ
ば
せ
申
ぺ
く
た
の
し
み
に
い
た
し
候
。
厚
く
御

礼
を
申
上
げ
候
。
御
心
に
か
け
さ
せ
ら
れ
候
こ
と
の
私
は
ま
だ
味
は
ね
ど
甘

味
に
み
ち
足
ら
ふ
こ
』
ち
を
覚
え
侯
こ
と
に
候
。
同
女
が
留
守
に
な
り
候
て

の
ち
ま
だ
し
ら
ざ
り
し
孤
独
感
を
お
ぼ
え
居
り
候
こ
と
に
候
。

(
裏
)
こ
れ
は
吉
良
さ
ん
の
御
里
の
祭
に
候
。
お
な
じ
ゃ
う
で
も
一
つ
づ
』

ち
が
ふ
も
の
の
よ
し
。
(
絵
葉
書
〈
高
山
祭
り
〉
。
昭
和
十
二
年
一
月
二
十
五

与謝野晶子短歌の裾野

日
消
印
/
ペ
ン
書
き
)

(
表
)
ほ
の
白
し
天
城
の
風
の
触
れ
た
り
し
拠
書
の
荘
の
夜
来
の
落
花

子
/
紐
の
や
う
遠
笠
山
を
巻
く
道
も
矢
笠
の
壁
も
あ
さ
や
け
き
朝

去
年
の
ま
』
落
葉
も
清
き
姿
し
て
山
の
林
は
す
で
に
芽
を
立
つ

晶

苔
渓
/

ち
か
子
/

さ
ゾ
波
の
小
さ
き
芦
に
誘
は
れ
て
終
に
落
ち
た
る
紅
椿
か
な

夜
の
闘
ひ
も
な
し
曇
る
日
の
湖
水
に
時
の
移
る
き
さ
ら
ぎ
た
づ
子

(
裏
)
軟
か
に
小
室
の
山
の
起
伏
し
て
春
雨
け
ぷ
る
鴨
暗
く
池
に 綾
子
/
昼
と

し
づ
子

(
絵
葉
書
〈
正
宗
得
三
郎
画
・
拠
書
山
荘
よ
り
観
た
る
朝
の
大
池
〉
。
昭
和

十
二
年
三
月
一
日
消
印
/
ペ
ン
書
き
)

大
磯
の
松
の
花
粉
の
色
を
し
て
と
も
し
び
の
気
の
う
ご
く
山
の
湯

晶
子
/

病
気
の
こ
と
は
あ
ま
り
御
案
じ
な
さ
る
ま
じ
/
若
葉
よ
り
噴
き
い
づ
る
ご
と

玉
簾
の
瀧
の
し
た
た
る
湯
坂
山
か
な

の
な
ら
で
い
ふ
ぺ
く
は
こ
れ
銀
糸
の
簾

ゐ
り
て
夜
ぞ
眠
れ
と
申
に
な
り
/
候
(
絵
葉
書
〈
国
立
公
園
箱
根
〉
。
昭
和

っ
た
子
/
湯
坂
山
玉
よ
り
な
れ
る
も

富
士
子
/
海
よ
り
山
ヘ
う
つ
り
ま

十
二
年
五
月
四
日
消
印
/
ペ
ン
書
き
)

戸同

υ
q〆L
Mつゐ

休
む
と
き
岩
に
敷
く
へ
き
毛
皮
を
ば
腰
に
す
多
摩
に
木
を
流
す
哉
苔
渓
/

弁
天
の
山
の
奥
よ
り
も
て
来
た
る
鉱
泉
を
嘆
ぐ
奇
を
求
む
如
吉
良
/
今
月

の
御
う
た
を
ま
ち
候
。
い
ろ
/
¥
病
中
は
御
心
配
を
御
か
け
い
た
し
候
晶

子
/
う
す
ぐ
ら
き
や
ど
や
の
灯
に
は
蛾
の
よ
ら
で
白
き
に
来
た
る
紙
に
も
手

に
も
/
山
々
が
夜
の
水
音
を
う
と
む
ご
と
煙
霧
を
抱
き
て
消
ゆ
る
な
り
け
り

鶴
(英
絵猪
葉/
書掌

奥ふ
多れ
摩た
鶴る
の 7J(
湿の
温冷
泉た
湧き
出を

池宅
為
昭の
和風
十吹
二き
年昇
六り
月来
十ぬ
五
日 田

消
印
/
ペ
ン
書
き
)

三
日
ほ
ど
近
江
夫
人
と
旅
に
い
で
居
り
候
。
/
波
立
て
で
駒
形
丸
の
入
り
く

れ
ば
ホ
テ
ル
の
柵
へ
わ
れ
も
近
づ
く
/
こ
れ
よ
り
熱
海
へ
山
ご
え
を
い
た
す



与謝野晶子短歌の裾野

ベ
く
候
。
晶
子
/
い
づ
れ
皆
わ
が
悲
し
み
に
関
は
ら
じ
箱
根
の
山
の
ひ
と
木

満
子
(
絵
葉
書
〈
湯
本
温
泉
三
枚
橋
上
よ
り
の
眺
望
〉
。
昭
和
十

ひ
と
草

二
年
七
月
十
二
日
消
印
/
ペ
ン
書
き
)

短
歌
を
寄
せ
書
き
し
た
歌
人
の
う
ち
、
満
子
と
あ
る
の
は
、
の
ち
に
「
冬
相
」

の
編
集
・
発
行
を
手
が
け
る
こ
と
に
な
る
近
江
満
子
。
以
下
、
苔
渓
(
井
上
苔
渓
)
、

し
づ
子
(
島
谷
静
子
)
、
綾
子
(
川
崎
綾
子
て
っ
た
子
(
水
野
蔦
子
)
、
富
士
子

(
木
村
富
士
子
)
、
吉
良
(
鈴
木
吉
良
)
、
英
猪
(
池
内
英
猪
〉
、
田
鶴
(
浦
辺
田

鶴
子
)
ら
で
あ
る
。

昭
和
十
三
年
の
晶
子
は
、
齢
六
十
一
歳
。
こ
の
年
、
多
く
の
歌
作
を
は
じ
め
、

『
現
代
語
訳
平
安
朝
女
流
日
記
』
(
非
凡
問
、
四
月
)
、
『
新
新
訳
源
氏
物
語
』
(
金

尾
文
淵
堂
、
十
月
よ
り
翌
十
四
年
十
月
ま
で
)
を
刊
行
し
、
相
変
わ
ら
ず
旺
盛
な

筆
力
を
示
す
が
、
体
調
そ
の
も
の
は
必
ず
し
も
良
好
で
は
な
か
っ
た
。
四
月
に
は

虫
垂
炎
の
手
術
を
受
け
、
十
二
月
に
は
肺
炎
に
か
か
り
入
院
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
。
が
、
こ
の
年
も
「
吟
行
が
主
で
は
な
い
の
で
す
が
作
歌
を
旅
で
せ
ぬ

事
は
苦
痛
で
常
の
や
う
に
帖
と
ペ
ン
を
座
右
か
ら
は
な
せ
ま
せ
ん
で
し
た
」
(
『
冬

柏
』
消
息
。
引
用
は
前
出
沖
良
機
『
資
料
与
謝
野
晶
子
と
旅
』
に
よ
る
)
と
い

う
晶
子
は
、
幾
度
か
旅
に
出
か
け
て
い
る
。

以
下
十
三
年
に
三
宅
雪
枝
が
落
掌
し
た
絵
葉
書
を
あ
げ
て
お
く
。
佳
世
は
中
楯

佳
世
、
排
子
は
内
野
掛
子
。

う
す
く
濃
く
青
葉
の
色
を
船
の
塗
り
浮
け
ば
卯
月
の
春
の
こ
こ
ち
す

/
大
縄
の
網
場
の
磯
へ
二
三
隻
小
舟
を
曳
き
て
寄
す
る
親
船
苔
渓
/
叱
ら

し
づ
子
/
山
伏
の
修
晶
子

れ
て
猫
は
逃
れ
ど
ま
た
も
寄
る
寺
の
厨
の
配
膳
の
台

行
に
あ
ら
で
師
と
共
に
わ
れ
は
二
月
の
あ
し
か
ら
を
ゆ
く
/
佐
世
(
絵
葉
書

〈
熱
海
多
賀
名
勝
〉
。
昭
和
十
三
年
二
月
十
四
日
消
印
/
ペ
ン
書
き
)

(
表
)
御
手
紙
下
さ
れ
あ
り
が
た
く
存
じ
申
候
。
今
月
は
発
病
の
一
週
年
に

も
候
へ
ば
自
重
い
た
し
旅
に
も
い
で
ぬ
か
く
ご
に
候
。
昨
今
は
気
分
よ
ろ
し

く
候
。
二
十
日
が
は
や
く
ま
ゐ
れ
と
の
み
ま
た
れ
候
。
か
ま
く
ら
の
寺
へ
だ

け
は
一
寸
ま
ゐ
る
べ
く
候
。
今
年
は
む
さ
し
野
の
春
が
は
や
く
鷲
が
し
き
り

に
な
き
候
。
京
に
て
五
月
に
御
目
に
か
』
り
申
す
べ
く
候
。
く
ら
ま
へ
上
り

候
前
日
に
木
屋
町
の
宿
に
て
一
休
み
い
た
し
た
く
そ
の
せ
つ
は
同
宿

(
裏
)
下
さ
ら
ば
い
ろ
ノ
¥
御
話
も
出
来
・
申
す
べ
く
候
。
学
校
の
試
験
と
か

何
と
か
に
て
今
月
は
忙
し
く
く
ら
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
と
も
お
も
は
れ
候
。
(
絵

葉
書
〈
層
雲
峡
小
函
〉
。
昭
和
十
三
年
三
月
六
日
消
印
/
ペ
ン
書
き
)

po 
nノム
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御
機
嫌
よ
ろ
し
く
候
や
。
先
月
は
御
う
た
の
な
く
て
さ
び
し
く
存
じ

申
候
。
私
一
昨
夜
伊
豆
よ
り
二
泊
の
た
び
を
了
へ
て
か
へ
り
候
。
な
ほ
傷
い

た
め
る
ま
』
湯
の
と
こ
ろ
へ
と
ま
ゐ
る
こ
と
に
て
候
。
ゃ
う
や
く
宜
し
き
方

啓
上

と
存
じ
申
候
。
今
す
こ
し
時
間
の
あ
ら
ば
よ
さ
に
と
お
も
ひ
候
。
/
美
く
し

き
稲
生
沢
川
船
つ
き
の
下
四
千
軒
こ
こ
は
松
原
(
絵
葉
書
。
昭
和
十
三
年
七

月
十
一
日
消
印
/
ペ
ン
書
き
)

内
野
夫
人
の
西
へ
帰
り
た
ま
ふ
と
と
も
に
湯
河
原
へ
ま
た
ま
ゐ
り
候
。
/
い

と
白
く
冷
き
霧
の
集
る
を
瀧
と
知
り
ぬ
る
夏
山
の
渓
/
晶
子
/
青
葉
蔭
細
き

百
千
の
銀
替
の
ゆ
ら
ぐ
と
見
ゆ
る
奥
山
の
瀧
/
排
子
(
絵
葉
書
〈
伊
豆
下
回

・
史
跡
〉
。
昭
和
十
三
年
七
月
二
十
二
日
消
印
/
ペ
ン
書
き
)



湯
の
や
か
た
今
朝
は
山
風
烈
し
く
て
間
毎
に
な
れ
り
葉
お
と
枝
音

愁
ひ
な
ど
心
の
上
に
涙
な
ど
積
れ
る
さ
ま
に
夏
草
し
げ
る
満
子
/
千
と
せ

川
青
葉
を
縫
ひ
て
下
に
鳴
り
十
国
峠
彼
方
に
け
ぷ
る
和
寄
子
(
絵
葉
書
〈
湯

河
原
〉
。
昭
和
十
三
年
八
月
四
日
消
印
/
ペ
ン
書
き
)

晶

子

/

与
謝
野
晶
子
が
脳
溢
血
で
倒
れ
病
床
に
つ
く
の
は
昭
和
十
五
年
五
月
。
与
謝
野

晶
子
の
晩
年
、
多
く
の
吟
行
に
同
行
し
た
近
江
満
子
が
「
先
生
は
病
ひ
の
知
く
旅

を
お
愛
し
に
な
る
。
こ
れ
は
お
若
い
頃
か
ら
御
病
臥
の
今
日
に
至
る
迄
一
貫
し
た

御
趣
味
と
い
っ
て
い
い
」
と
記
し
た
の
は
、
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
(
昭
和
十

六
年
十
二
月
)
で
の
「
晶
子
先
生
を
語
る
」
で
あ
っ
た
。

与
謝
野
晶
子
が
六
十
五
歳
の
生
涯
を
閉
じ
、
こ
の
世
を
辞
す
の
は
、
そ
の
翌
年

昭
和
十
七
年
五
月
二
十
九
日
の
こ
と
で
あ
る
。
三
宅
雪
枝
に
届
い
た
卦
を
伝
え
る

書
面
と
長
男
与
謝
野
光
が
宛
て
た
礼
状
、
形
見
分
け
を
伝
え
る
書
簡
(
い
ず
れ
も

葉
書
。
印
制
)
を
つ
ぎ
に
あ
げ
て
お
く
。

母
与
謝
野
晶
子
儀
永
々
病
気
の
処
本
日
午
後
四
時
三
十
分
死
去
致
し
ま
し
た

右
御
知
ら
せ
申
上
げ
ま
す

与謝野晶子短歌の裾野

追
て
来
る
六
月
一
日
午
前
十
時
三
十
分
よ
り
十
一
時
三
十
分
ま
で
青

山
斎
場
に
て
仏
式
に
よ
り
告
別
式
を
営
み
ま
す

猶
御
供
物
の
儀
は

時
局
柄
堅
く
御
辞
退
申
し
上
げ
ま
す

昭
和
十
七
年
五
月
二
十
九
日

与
謝
野
光
/
秀
/
麟
/
豆
/
健
/

東
京
市
杉
並
区
荻
窪
ニ
ノ
一
一
九
/
男

親
戚
総
代
小
林
政
治
/
友
人
総
代

平
野
万
里
/
新
詩

同
人
↓
同
(
昭

和
十
七
年
五
月
三
十
日
消
印
)

拝
啓
母
晶
子
死
去
に
際
し
て
は
早
速
御
鄭
重
な
る
御
弔
詞
を
賜
は
り
厚
く
御

礼
申
上
候
不
取
敢
右
迄

昭
和
十
七
年
六
月

草
々

日

東
京
市
杉
並
区
荻
窪
二
ノ
一
一
九
/
与
謝
野
光
/
秀
(
昭
和
十
七
年
六
月
五

日
消
印
)

拝
啓
、
炎
暑
の
候
愈
々
御
清
栄
の
段
賀
し
奉
り
候
/
拐
白
桜
院
の
遺
物
別
封

に
て
送
付
申
上
候
間
誠
に
失
礼
な
が
ら
何
卒
御
受
納
賜
は
り
度
御
願
申
上
候

敬
具昭
和
十
七
年
七
月

東
京
市
杉
並
区
荻
窪
二
ノ
一
一
九
/
与
謝
野

明
消
印
)

ヴ

tヮ“ワム

光
(
昭
和
十
七
年
八
月
日
不

形
見
と
し
て
三
宅
雪
枝
が
受
け
取
っ
た
の
は
、
生
前
晶
子
が
愛
用
し
て
い
た
濃

い
紫
色
の
シ
ョ
ー
ル
。
三
宅
雪
枝
は
恩
師
の
死
を
悼
み
短
歌
七
首
を
詠
ん
で
い
る
。

瞭

晶
子
先
生

駆
け
よ
り
て
組
ら
ま
ほ
し
ゃ
東
よ
り
来
た
る
雲
の
み
師
の
上
を
知
る

鉄
舟
寺
こ
』
ま
で
来
よ
と
励
ま
し
て
の
た
ま
い
り
し
御
心
を
泣
く

夜
の
空
に
我
れ
驚
き
ぬ
い
と
細
く
師
の
御
朱
に
も
似
た
る
流
星

御
遺
物
抱
き
涙
限
り
な
し
蓄
積
の
問
う
ら
ん
何
狂
う
や
と



与謝野品子短歌の裾野

百
日
を
夜
毎
香
焚
き
ぬ
か
づ
か
ん
師
の
御
集
の
あ
つ
ま
れ
る
部
屋

白
牡
丹
崩
る
る
よ
う
に
果
て
ま
し
ぬ
清
き
み
弟
子
の
涙
す
る
座
に

師
の
星
は
「
怠
る
勿
れ
」
彼
方
よ
り
見
守
り
給
う
銀
の
眼

三
宅
雪
枝
こ
の
年
四
十
一
歳
。
与
謝
野
晶
子
の
生
前
恵
与
さ
れ
た
直
筆
色
紙
に

は
、
「
な
の
り
そ
を
波
の
中
よ
り
拾
ふ
よ
り
身
に
か
』
は
り
の
あ
る
も
の
』
知
」

と
あ
り
、
石
井
柏
亭
の
山
水
画
に
記
さ
れ
た
晶
子
の
歌
は
、
「
い
に
し
へ
に
橿
原

の
神
た
て
ま
し
て
ゆ
る
ぐ
こ
と
な
き
御
太
柱
」
で
あ
っ
た
。

高
田
保
馬
の
序
文
、
近
江
満
子
の
序
歌
を
得
て
、
三
宅
雪
枝
が
正
宗
得
三
郎
装

丁
に
よ
る
『
雲
の
か
け
ら
』
を
鞍
馬
寺
よ
り
刊
行
し
た
の
は
、
晶
子
の
死
か
ら
二

年
の
ち
、
昭
和
十
九
年
四
月
の
こ
と
で
あ
る
。
「
あ
と
が
き
」
末
尾
の
一
文
に
、
ご
」

の
歌
集
を
恩
師
白
桜
院
晶
子
先
生
の
御
墓
前
に
捧
げ
た
い
と
思
ひ
ま
す
」
と
あ
る
。

問
和
五
年
三
月
に
創
刊
さ
れ
た
『
冬
柏
』
は
、
与
謝
野
晶
子
が
亡
く
な
る
昭
和

十
七
年
の
第
十
三
巻
六
号
ま
で
百
四
十
二
冊
が
刊
行
さ
れ
、
そ
の
後
近
江
満
子
ら

の
手
に
よ
っ
て
、
途
中
南
月
、
季
刊
な
ど
と
変
則
的
な
刊
行
状
態
に
な
る
も
の
の
、

昭
和
二
十
七
年
春
季
号
、
第
二
十
三
巻
ま
で
計
百
八
十
九
冊
が
刊
行
さ
れ
て
い
る

(
香
内
信
子
『
与
謝
野
晶
子
|
昭
和
期
を
中
心
に
|
』
〈
ド
メ
ス
出
版
、
平
成
五

年
十
月
〉
に
よ
る
)
。
こ
の
間
、
昭
和
二
十
二
年
三
月
、
第
三
次
『
明
星
』
が
創

刊
さ
れ
、
昭
和
二
十
四
年
十
月
ま
で
つ
づ
く
こ
と
に
な
る
が
、
三
宅
雪
枝
は
、
同

人
と
し
て
『
明
星
』
に
短
歌
を
寄
せ
る
こ
と
に
な
る
。

創
刊
号
に
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
「
秋
に
散
る
」
と
題
さ
れ
た
、
「
西
行
く
や
ひ
が

し
に
行
く
や
群
羊
は
雲
よ
り
す
こ
し
秋
に
濁
り
て
」
を
は
じ
め
と
す
る
短
歌
六
首
、

終
刊
号
に
は
「
恋
の
馬
」
と
総
題
す
る
つ
ぎ
の
七
首
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

我
心
今
目
新
し
く
脈
打
て
ど
目
覚
し
き
こ
と
春
に
及
ば
ず

彼
の
人
の
聾
え
た
る
肩
そ
れ
よ
り
も
少
し
病
を
得
た
る
山
か
な

文
楽
し
十
日
の
壷
に
白
蓄
額
が
真
珠
の
如
く
老
い
て
光
れ
ば

あ
さ
ま
し
き
人
の
世
ゆ
ゑ
に
森
に
行
き
纏
へ
る
衣
脱
ぎ
捨
て
て
寝
む

風
の
ご
と
花
を
む
し
り
て
大
空
に
駆
け
入
ら
む
か
な
虹
の
裾
よ
り

人
呼
べ
ば
ね
ぢ
け
心
は
横
を
向
く
む
し
ろ
愛
し
き
人
形
こ
れ
は

ま
に
や

こ
の
ま
ま
に
行
か
ば
狂
人
と
我
な
ら
ん
手
綱
の
先
の
恋
の
馬
と
て

瀬
戸
内
の
一
地
方
広
島
で
孤
独
な
作
歌
を
試
み
て
い
た
ひ
と
り
の
歌
人
が
与
謝

野
晶
子
と
師
弟
の
交
わ
り
を
結
び
教
え
を
受
け
た
の
は
、
晶
子
の
永
い
文
学
生
活

か
ら
見
れ
ば
、
わ
ず
か
の
期
間
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
が
、
こ
う
し
た
、
短

歌
に
対
す
る
ひ
た
む
き
な
情
熱
を
も
っ
三
宅
雪
枝
の
よ
う
な
歌
人
た
ち
が
、
与
謝
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野
晶
子
を
中
心
と
す
る
豊
か
な
歌
壇
を
支
え
た
の
で
あ
り
、
同
時
に
地
方
文
化
の

重
要
な
担
い
手
と
な
っ
た
こ
と
は
、
や
は
り
記
憶
に
と
ど
め
て
置
い
て
よ
い
。

三
宅
雪
枝
は
、
原
爆
を
受
け
な
が
ら
も
長
寿
を
全
う
し
、
昭
和
五
十
八
年
、
八

十
二
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
が
、
最
晩
年
も
短
歌
に
か
け
る
情
熱
は
い
さ
さ
か
も
衰

え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

平
成
十
一
年
三
月
、
三
宅
雪
枝
の
十
七
回
忌
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
長
女
三

宅
松
子
の
手
に
よ
り
、
雪
枝
の
歌
人
と
し
て
の
人
生
が
擬
縮
さ
れ
た
遺
稿
歌
集
『
麗

人
』
が
創
元
社
(
広
島
)
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。

三
宅
雪
枝
宛
与
謝
野
晶
子
書
簡
の
翻
刻
を
お
許
し
い
た
だ
い
た
三
宅
松
子
氏
に

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
・
ま
た
、
晶
子
書
簡
の
翻
刻
に
あ
た
り
、
広
島
大
学

大
学
院
助
教
授
竹
村
信
治
氏
に
全
面
的
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
・
こ
こ
に
記
し
深

甚
の
謝
意
を
捧
げ
ま
す
・

(
い
わ
さ
き

ふ
み
と
、
広
島
大
学
大
学
院
教
授
)




